
米粉用米の状況

○ 米粉用米の需要量は、平成29年度まで２万トン程度で推移。平成30年には米粉の特徴を生かし、グルテンを含ま
ない特性を発信する「ノングルテン米粉第三者認証制度」や「米粉の用途別基準」の運用を開始し、近年米粉の需
要量が拡大。

○ さらなる米粉・米粉製品の利用拡大に向け、「米粉の利用拡大支援対策事業（20億円）」を措置したところであり、
米粉の特徴を活かした新商品開発や機械設備の導入等を支援。
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◆ 米粉の製造工程において、
グルテンが混入する可能性
のある箇所を特定し、グル
テンの混入を防ぐことによ
り、製品のグルテン含有量
が 1ppm以下となるように
製造工程を管理。

◆ 米粉の用途別の加工適正の統一表記（１
番：菓子・料理用、２番：パン用、３番
：麺用）を行う「米粉の用途別基準」を
平成30年１月から開始。

◆ グルテンフリー表示は、欧米で
制度化されている表示制度（グ
ルテンの含有基準値20ppm）。
高品質な日本産米粉をアピール
するため、グルテン含有量１
ppm以下の製品を対象に「ノン
グルテン米粉第三者認証制度」
の運用を平成30年６月から開始。

◆ ノングルテン米粉を使用した加
工食品のマークを令和元年９月
に開始。
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注）農林水産省調べ（平成21年度の生産量は計画数量。需要量は需要者からの聞き取り。
数値は需要量）

【米粉用米の生産量・需要量の推移】 【ノングルテン米粉の製造工程管理JAS】【ノングルテン米粉表示】

【米粉の用途別基準】

：生産量

：需要量

原料価格 製粉コスト等 販売価格

米粉 50円程度 90～290円程度 140～340円程度

小麦粉 60～75円程度 70円程度 140～150円程度

注１） 米粉原料価格は企業購入価格（平均値）であり、農家出荷価格とは異なる
       場合がある。
注２） 販売価格は大手企業から聞き取った業務用価格（令和５年度）。

【製粉コストの状況】
（kgあたり）

年度

２番

パン用

３番

麺用

１番
菓子・
料理用

※製粉コストは令和４年度米粉用米等の取引価格・製粉数量等の実態調査の結果による

【参考】製造規模や製品の販売ロット（製造施設の稼働率や輸送費に影響）による米粉の製粉コスト等
○製造量が年間約300トン以上の製粉企業

・大口ロット（フレコン／10トン単位）: 90円/kg程度
  ・小口ロット（紙袋／１トン未満）  ：290円/kg程度
○製造量が年間約300トン未満の製粉企業
・大口ロット（フレコン／１トン単位）：200円/kg程度
・小口ロット（紙袋／30 kg単位）：450円/kg程度

（  ）



米粉によるグルテンフリー食品市場への取り込みに向けて
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世界のグルテンフリー市場規模

アメリカや欧州を中心に、
世界のグルテンフリー市場は順調に拡大しており、
2024年には約100億USドルに達する見込み

米粉によるグルテンフリー市場の取り込みに向けて

 グルテンフリー市場は、麦類に含まれる
グルテンによるアレルギー、セリアック病、
グルテン過敏症、ダイエット等に対するニーズにより
形成

 米は成分としてグルテンを含んでいないため、
近年、米粉やその米粉を利用した商品の製造に
取り組むメーカーも増加

 平成30年６月から、グルテンフリー表示よりも
高い水準をクリアして、グルテン含有「１ｐｐｍ以下」
の米粉を 「ノングルテン表示」でアピールする
「ノングルテン米粉第三者認証制度」を開始

 また、令和３年６月には、更なる輸出拡大に向けて
「ノングルテン米粉の製造工程管理ＪＡＳ」の認証を
開始

（百万USドル）



〇米粉の利用拡大支援対策事業

＜対策のポイント＞
国内で唯一自給可能な穀物である米を原料とした米粉の利用拡大に向け、消費・流通・生産それぞれの段階における取組を集中的に支援します。

＜事業目標＞
米粉用米の生産を拡大（米粉用米13万t［令和12年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

【令和５年度補正予算額 ２,000百万円】

［お問い合わせ先］ 農産局穀物課（03-6744-2517）

国産米粉の特徴を活かした商品開発

国産米粉・加工品の増産体制の整備

＜米粉製粉工場＞ ＜米粉製造機械＞

国産米粉の特徴を活かした新商品の開発、米・米粉製品の利用拡大に向けた情報
発信、需要の拡大に対応するための製造能力強化に向けた取組を、集中的に支援し
ます。

１．米粉商品開発等に対する支援
米粉の利用拡大を推進するために必要な国産の米粉や米粉を原材料とする商品

開発とその製造・販売に係る取組等を支援します。
 （例）● 米粉の特徴を活かした新商品の開発

● 製造等に必要な機械の開発、導入

2. 米・米粉消費拡大に向けた支援
国内で自給可能な米・米粉や米粉製品の利用拡大に向けた情報発信等の取組

 を支援します。

３．米粉製品製造能力強化等に対する支援
 製粉企業・食品製造事業者の施設整備、製造ラインの増設等、米粉の需要

創出・拡大に必要な取組を支援します。

＜事業の流れ＞
定額

民間団体
1/2

国

製粉企業
食品製造事業者

民間団体
定額、1/2

（２、３の事業）

（１の事業）

国産米粉の普及のための情報発信

米・米粉
普及イベント

広告 外食事業者等
とのコラボ

SNSによる
情報発信

米・米粉や米粉製品の利用拡大に向けた
情報発信等の取組を支援

（イメージ）

めん類

米粉の新商品開発費 米粉の新商品開発に
必要な機械の導入

新商品PR費
（宣伝広告費等）

菓子類

パン類
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